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研究成果の概要（和文）：学校音楽カリキュラムは、当事者である子どもに実際にどのように経験されるのか。この問
いに支えられて、本研究の目的は、学習者の「学校音楽カリキュラム経験」を解明することにある。
本研究では、この課題を、次の２つの手法から解明しようした。１）質問紙調査から量的分析によってカリキュラム経
験の内容構造を支える因子を析出した。２）大学生による学校音楽経験の「語り」の分析をとおして、質的分析によっ
て仮説モデルを構想した。

研究成果の概要（英文）：The fundamental research question supporting this research is as follows. How is a
 school music curriculum experienced by children? This is the most fundamental research question. This stu
dy will discuss and analyze how children experience the school music curriculum. 
In this study,we will say children's school music curriculum experience,and this paper will try to analyze
 the following two technique.
1) This study will try to analyze the contents of children's curriculum experience. this paper will examin
e the children's curriculum experience using quantitative analysis. 2) This study will try to narrative ap
proach. We will proposed the theoretical model of children's curriculum experience by the qualitative anal
ysis through analysis of narration of the school music experience by the college students.

研究分野：

科研費の分科・細目：

社会科学

キーワード： 学校音楽　カリキュラム経験　経験されたカリキュラム　学校音楽文化　潜在的カリキュラム　生きら
れたカリキュラム　韓国　学校音楽カリキュラム

教育学・教科教育学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究が着目する鍵概念は、「潜在的カリ
キュラム」である。本研究は、潜在的カリキ
ュラムが指摘した「教育意図と学習経験の乖
離」に着目し、当事者が「実際に学んでいる
内容」とその経験産出過程、言い換えれば「意
味の再構成過程」に関心を払う。本研究の「学
校音楽カリキュラム経験研究」は、潜在的カ
リキュラム研究の可能性を追究する過程で
着想に至ったものである。 
 
(2) 潜在的カリキュラムの発見は、近年のカ
リキュラム研究の大きな成果であるといわ
れる（Jackson,P.W.）。潜在的カリキュラム
概念の提起は、カリキュラム理論と実践の間
に横たわる「現場」の矛盾や、その曖昧模糊
とした教育現実に対する様々な人々の感覚
など、単一的、単線的なカリキュラム研究観
では見出せなかった多様な文脈をすくいだ
し、可視化する思想を提出した。 
それが示唆するのは、カリキュラム研究に

おいて、ひとつには、当事者である教師や子
どもの「経験」とそれを構築する文脈を研究
の俎上にのせることの必要性であり、今ひと
つは、カリキュラムを関係性の視点から多元
的、複線的に把握することの重要性であった
といえる。 
 
(3) すなわち、カリキュラムの「実質」は、
当事者の視点から具体的経験に肉迫しなけ
れば、十分に解明されない。90 年代以降、欧
米を中心に、学習者の経験をぬきにカリキュ
ラムを語る研究の危険性が指摘されている
（Erickson,F. & Shultz,J.1992, Pollard, A. 
1998 など）。教科カリキュラムにおけるそれ
も、実際の子どもの「学び」の具体的経験を
解明してこそ、当該カリキュラムの効果や成
否を確認でき、教科学習の「学び」の意味を
明らかにし得る。 
 
(4) このような課題意識にたって、申請者は
当事者の経験というレベルからカリキュラ
ム研究をたちあげるという研究視角を構想
してみた。この研究枠組を用いて、これまで
下記のことを明らかにしてきた。 
①学校音楽カリキュラムを「伝達されたカリ
キュラム」（教師）と「経験されたカリキュ
ラム」（学習者）として別個の視角から解明
する研究枠組の構想 
②「伝達されたカリキュラム」における教師
の意味付与を規定する文脈の析出とその力
学的様相の解明 
 
 (5) 本申請課題では、上記研究で十分着手、
展開できなかった学習者の経験の意味の再
構成過程の解明に研究を絞り込み、学習者の
学校音楽カリキュラムを経験されたレベル
で解明する。 
すなわち、本研究の問題関心は、右の１点

にある。学習者にとって学校音楽カリキュラ

ムとはどのようなものか。カリキュラムを
「生きた姿」で、「生きられたカリキュラム」
を解明することである。本研究では、それを
学習者の「学校音楽カリキュラム経験」と呼
んで対象化し、学校音楽カリキュラムを当事
者である子どもの視点から「経験された」レ
ベルで実証的に解明する。 
 
２．研究の目的 
学校音楽カリキュラムは、当事者である子

どもに実際にどのように経験されるのか。こ
の問いに支えられて、本研究の目的は、学習
者の「学校音楽カリキュラム経験」を解明す
るものである。 
具体的に本研究では次の２点を問う。 

(1) 紙の上のカリキュラムが実施されるとき、
カリキュラムに埋め込まれた教科学習の教
育意図を学習者はどのように意味づけて経
験するのか。 
(2) その経験の意味はどのように編み直され
るのか。 
ここから本研究では、①日本の学校音楽カ

リキュラム経験の内容構造と産出過程を実
証的に明らかにするとともに、②個々人の生
涯の「学びの履歴」という観点から、長期的
スパンにたった学校音楽カリキュラムの意
味と効果を再検証したい。 
 
３．研究の方法 
(1) 日本の子どもの学校音楽カリキュラム経
験を解明するために、質問紙調査を実施し、
量的分析を行う。具体的には、探索的因子分
析を行い、学校音楽カリキュラム経験の内容
構造を支える要因を解明する。これを制度化
されたカリキュラムとの関連で分析する。 
 
(2) 日本の子どもの学校音楽カリキュラム経
験の特質を解明するために、韓国における質
問紙調査を実施し、韓国におけるそれと比較
相対化して考察する。 
 
(3) 質的分析として、中学校におけるエスノ
グラフィーを実施する。 
 
(4) 学校音楽カリキュラム経験の意味の再構
築過程を解明するため、大学生を対象にイン
タビュー調査を実施する。大学生の「語り」
をグラウンデッド・セオリー・アプローチを
用いて分析する。 
 
(5) 学校音楽カリキュラム経験の意味の再構
築過程を解明するため、大学生の音楽自分史
を分析する。グラウンデッド・セオリー・ア
プローチを援用し、その意味付与を分析する。 
 
４．研究成果 
(1)  子どもの学校音楽カリキュラム経験の
内容構造を解明するにあたって、制度化され
た学校音楽カリキュラムが、実際に子どもに
どのように経験されるか、その経験内容構造



を潜在変数として、探索的因子分析を行った。
また、日本の学校音楽カリキュラム経験の特
徴をより具体的に解明するために、制度化さ
れたカリキュラムが異なった特徴を有する
と思われる韓国との比較分析を行った。質問
紙調査の回答結果に因子分析を施し（主因子
法、バリマックス回転）、日本の子どもの学
校音楽カリキュラム経験の内容構造として、
次の６因子を析出した。
効果」「学習方法」「授業ルール」「音楽的情
意」「相互作用」｢有能感｣である。日本の子
どもは、これらの学校音楽カリキュラム経験
の内容構造を有しているといえ
同様に、韓国の子どもの学校音楽カリキュ

ラム経験の内容構造として、次の６因子を析
出した。｢学習効果・方法｣｢授業ルール｣「音
楽的情意」「認識」「生活化」「技能」である。
韓国の子どもは、これらの学校音楽カリキュ
ラム経験の内容構造を有しているといえる。
 
(2) 特筆すべき点として、
において、
「技能」項目は独立した因子軸として析出さ
れなかった点、また集団性を示唆する因子が
析出された点である。すなわち、子どもは、
学校音楽では「技能」を経験している認識が
なく、集団的
示唆している。さらに男子と女子では異なる
経験構造を有しているが、学年進行によって
は経験構造に差がないことも明らかになっ
た。 
 
(3) 大学生による「語り」の分析を通して、
下のような学校音楽カリキュラム経験の
型と適応過程に働く力学的様相の仮説モデ
ルを構想した
用」が、横軸には、「学習者間の相互作用」
が経験の分化をうながすと考えられる。
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